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　フランスは産業革命を 1800 年代から開始し、1830 年代に達成した。米国
は 1810 年代から東部で開始し、1870 年代に全国規模で達成した。日本は
1820 年代から継続的な経済成長を開始し、1890 年代に産業革命を達成した。
なお、ドイツとイタリアは、フランス革命とナポレオン戦争の影響を受けて





みに、19 世紀半ばの各国の人口は、世界第 1 位の人口大国は中国で 4 億人強、
第 2 位のインドが 2 億人強、第 3 位のロシアが 7000 万人である。第 4 位か
ら第 7 位までが 3000 万人台で、フランス、オーストリア帝国、ドイツ、日本






















































最大規模のものは、太平天国の乱（1851 ～ 64 年）である。激しい内戦によ
























































































　具体的には、享保 6 年（1721 年）と寛政 4 年（1792 年）の人口を比較す




くらいまで、地主の家で働く必要が無い。そして、子供が 3 ～ 4 歳になれば、
他の年上の子供達に面倒を見させて、地主の家に働きに行くことができる。
　幕藩体制下では、各藩は、幕府が導入した政策に追随する。各藩も同様の政
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是正し、貧困を解消した社会では、産業革命が順調に進展する。ちなみに、産













































































































































































　日本の経済と社会は、天保大飢饉（1833 ～ 39 年）によって再び打撃を受け、













産量が増加した。具体的には、1879（明治 12）年から 1910（明治 43）年に
かけて、コメの作付面積は 16％増加し、肥料の多投なども加わり、収穫石高
は 47％増加した。
　そのため、1873（明治 6）年に 3300 万人と江戸後期とほぼ同じだった日
本の人口は、1880（明治 13）年に 3600 万人となり、その後、1900（明治
33）年に 4700 万人、1920（大正 9）年に 5600 万人、1940（昭和 15）年
には 7100 万人へと、急増していった。
　人口が急増するような状況下では、国民一人当たりの生活水準の大幅な向上





















からである。1890 年代は 0・432、1900 年代は 0・473、1910 年代は 0・





たと推測される。よって、1850 年代のジニ係数は 0・352 から 0・392 だと
推測される。
　比較のために戦後の日本を見ると、高度成長期以降は貧困層が減少し、
1980 年に 0・337 まで下がる。だがその後、格差は拡大に転じ、厚労省の調
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